
 研究結果 

本研究は有田における陶磁器産業の現状を調査し、そこにおける重要無形文化財保持者（および

団体）、伝統工芸士の生産と芸術、教育活動を概観し、伝統工芸の生態を描き出そうとした。 

実地調査にもとづいて、下記の結論に達した。 

１、有田はいわゆる「オブジェ」に走らず、日用品を中心に伝統を踏まえた新製品を作り上げ続

け、焼き物の中心地としての地位を維持できている。 

２、中央と地方政府の政策-－伝統工芸士資格制度、人間国宝の指定および伝統産業に対する金

融的な支援策などは焼き物関係者のために比較的良い環境（中国の竜泉と越窯に比べて）を形成し

ている。特に人材の育成プログラムの豊富さと個人負担コストの低さが注目すべきものである。 

３、関係者は団体あるいは個人という形で、芸術家としてのオリジナリティーを示す一方、教育

機関の維持、マーケットの創出にも積極的にかかわっている。さらに業界団体を通して、国および

地方の政策に対しても影響を及ぼす力を持っている。たとえば十四代柿右衛門先生は窯業大学の学

長をかねながら、学生に自家の窯で実習させるチャンスを提供してくれる。商工会議所は新規商品

の売り出し、宣伝に協力するなど。 

４、個人と企業（主に中小企業）はそれぞれの行き方で有田という町の活性化にかかわってい

る。有田では芸術家が日常品の製作にかかわり、伝統工芸士も芸術品を作り出している。彼らがい

るからこそ、中小企業はこれまでの小規模商社という流通ルートのほかに、展示即売会、見本市な

ど資格あるいは名誉に基づかれた販売ルートが成立できた。 
このような個人と団体、地方と中央、教育と金融などの連携があってはじめて、「人・もの・か

ね」が有効に生かされ、技術の進歩が早く、ロボットも数多く使用される陶磁器産業において、有
田は伝統工芸を守ることができたといえよう。 
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